




















ようなuを考察の対象から除外することはしない。   
「傾，ヰ，ウ」「栄ヰ，ウ」の類も，関口の「軽キヤウ」「定ヂ†。」などによって，aを  










み癖を含む例がめずらしくない。   
そこで，問題となる字音についてはあらかじめそれを取り上げて検討を加え  
るのが順序であるが，小論では，煩を避けるために敢えてこれを省くことにす  
る。   
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1  
さて，この“核母音”が原音の主母音を反映するものであることは言うまで  
もないが，その姿は，さまざまな条件に左右されている。   
例えば，既に指摘されているように1），深摂（侵韻2））および頚摂（其・欣  
韻）の母音i，0が介母一圭一，一差－の差に対応している。   
深摂 一卜 沈ヂム 賃ニム 林ッ⊥ 臨，ム 心，ム 俊シム 深ジム 任こ▲ 習シフ  
入エフ‥・  





????? ??????? ????? ????一旦「  
緊キン 因イン 新，ン 質け  嶺摂 一圭一  
日こナ・＝・  
一差一 筋。ン 銀ゴン 勤ゴン 近古ン 欣ゴン 乞っチ……（cf．貧ビン 怒ミン  




うど逝になっている。これが原音のⅤの差を反映するようである。   
韻尾も“核母音”と無関係でほない。例えば，曽摂（蒸韻）は次の如くであ  
り，   
曽摂 一圭一 陵サ，ウ 称ショウ 勝ショウ 昇シヨ。証ショウ 乗ジョウ 承ゞヨウ・・（cf．  
勅ナヨ，）  
直ヂモ カヮキ 式，キ 識拍 飾シキ 食ジキ・・・  
即ソク 息ソク  
ー茎一 興コウ 斡コウ 応” 側ソク 兢⊃ク 極ゴ， 億オ， 憶オ，  
略．・・・  
色シキ 測シキ  
これは次のように解せられる。  
十i 陽類 匝 
入煩 ＿iki   
l一† 陽頬 成 
入類 一。ku  
すなわち，陽類（－ng′）でほ」が拗音で現れるのに対して，所謂乙類の中  




















＜中古音＞  ＜日本呉音＞  
梗摂（清～昔）L皇ang′～一室ak′  －jaa～－jaku（ex．清，十ウ 成＄†り   
軽キヤク 名已ヤウ 石シヤク 益”……）  
成摂（塩～菓）一皇am～一主ap －emヘト℃＠u（ex．塩エム 険ヶム 漸ゼム   
接ヤフ 猟レ，…・＝）  
山摂（仙～醇）一皇畠n～一皇批  一en一ノーヾt（ex．仙セン 然ネン 便ペン   
遣ヶ，舌ゼナ 熱ネチ・＝‥・）  
深摂・止摂と曽摂の，次のような関係もこれに等しい。  
＜中古音＞  ＜日本呉音＞  
曽摂（蒸～職）一皇∂ng′～一皇ak，－jo缶′〉－iki（ex．陵リコウ 称ショウ 勝，ヨウ   
乗ジョウ 直≠ヰ カリキ…・＝）  
深摂（侵～緯）一主∂m～L呈∂p  －im～－i¢u（ex．沈ヂム 林リム 心シム   
任ニム 習シフ 入エ，…・・・）  
止摂（之）  一皇∂i  －i （ex．之シ 恩シ 時ジ 治ヂ 以イ   
里，……）   
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韻尾－m′・一・一一p，－n′｝－tを有するこれらのⅢ（甲）韻の“核母音”は，  











（1） 果（仮）摂  梗摂  宕（江）摂  
（2） 教摂  成摂  山摂  
（3） 蟹摂   
まず（1）は，次のように，】～Ⅳを通じてaを出すのが特徴的である。  
Ⅰ  Ⅰ  Ⅲ甲  Ⅲ乙  Ⅳ  
果（仮）摂  －a  －e，－a  －a  －a  
梗  摂  一a一  －a－  －a→  －a→   
宕（江）摂  La－ （江）－a－，一伊－  －a一   －a→  
Ⅰ～Ⅳを通してaが現れるのは，例えば，   
果（仮）Ⅰ －a 阿，多，那ナ 羅う 佐サ 波ハ 座ず 堕ダ 和ワ  
火クワ‥・  
Ⅰ －e 家ヶ 下ゲ 牙ゲ 仮ヶ 馬ノ 価ヶ 華クエ 化，エ‥  
－a 加力 伽力 篤力 咤，茶ダ 把ハ 叉シ十 沙シ†寡クワ  
瓦ダウ…  
Ⅲ甲 －a 車シヤ 斜シヤ 老シヤ 邪ジ†夜†野ヤ 也†耶ヤ…‥  
Ⅲ乙 －a 迦力 伽力 怯声  
Ⅰ －a－ 盲マウ 幸ヵゥ 宅” 額” 更キ十ウ 行ギヤウ 争，†，  
百ヒ†，客キヤク 責シけ‥  
Ⅲ甲 －a一 名ミヤウ 領”ワ 軽キヤウ 声シヤウ 静〆†。成ゞ十り 益†ク   
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石シ十ク 憤，ネヤウ 営書け  
Ⅲ乙 －a一 平ヒヤウ 病ビサウ 明けウ 敬キ十ウ 鴬‡十ウ 逆ギ†，劇ギヤ，  
永ヰヤウ 栄睾ヤ了‥  
Ⅳ  －a一 票ミ十ケ 並ビヤウ 打”ウ 冠f†ク 令＝ウ 経†十ウ 形ギヤウ  
育シヤウ 歴，†，撃ギヤ，‥   
宕（江）l －a－ 当ダウ 湯クウ 唐如 堂ダウ 浪ヲウ 倉サウ 各ヵケ 落ラク  
光ク” 黄ク”・‥  
［ －a一 講” 巷ヵ。江ガウ 降伽 角ヵク 学ガ，覚，ク 爆．くク  
薗けク・・・  
－0「窓ソウ 瞳ドゥ 撲ポ，・・・  
皿甲 －a－ 長チャウ 場ヂヤウ 涼，†ウ 羊ヤウ 商シヤウ 常ゴヤウ 略，†ク  
脚十ヤク 相ササ 良ラウ・＝  




係にある）。かくして，外転の諸摂には，この（1）のはか拗音－トが存在しない。   











Ⅰ  ］  Ⅱ甲  Ⅱ乙  Ⅳ   
敦 摂 －a－，（f→一廿） －e・，一a－  －e－  －e－－  －e一   
成 摂  －a－（－○－）   －e－，一a－  ぺ－  －e－  －e一  
山 摂  －a－  －e－，一a－  －モー  －e一  －モー   
次iこその例を挙げよう。   
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a→ 刀身ウ 道ダウ 脳” 労ラウ 好ヵ。高” 豪か 草サウ 造卵  
奥7ウ■＝  
－→D一 宝木ウ 報ホウ 保如 毛モウ・・・  
l －er 教ヶゥ 孝ヶゥ 交ヶゥ 校ナゥ 巧ゲウ 抄亡り 貌ノウ 鏡ネウ・‥  
【ar 泡．、。飽ハウ 爪サウ  
肛甲 －e→ 小セウ 少セウ 消セウ 照tゥ 妙ノウ 要エ。曜＝り 造エウ 超チウ  
療レウ・＝  
Ⅲ乙 廿、惰ヶ。表へ。苗′。廟ノ。・‥  ケ   
??Ⅳ  －e¶ 暁  漂へ。葡tゥ 調ヂウ 彫テウ 尿ホ。了レ。■・  
威J －a－ 感ヵム 堪山 男ナノ．南ナム 三サ⊥ 憩ず⊥ 藍ラム 合ガプ 答，7  
雑ザ7・・・  
－0［紺。ム 貪トム 曇Fム  
Ⅱ  づ一 成ゲム 減グム 狭ヶ7 噴圭，遷臥フ‥・  
一a、甲力7 拾ヵ7・・・  
集エ”フ 摂セフ 猟レフ・‥   Ⅲ甲 －er 塩エム 情三上  
Ⅲ乙 re一 険ヶム 橡ヶム  








Ⅶ  一e一 眼ゲン 限ケン 間ヶン 山tン 産セン 関クエン 還クコ，刺tチ  
殺セナ・・・  
－a一 難ヵン 八ハチ 察サチ  
Ⅶ甲 一e一 連ヶ，仙セン 浅セン 便ペン 巌ラン 適レン 縁1ン 滅．ナ 舌ゼナ  
熱柑・‥  
Ⅷ乙 －e】乾ヶン 締ペン 勉．ン 変、ン 撰セン 画王ン 巻クヱン 別べ，・‥・  
八丁  e一 見ヶン 現ル 天テン 田ヂン 蓮レン 千セン 術クヱン 結ヶチ 浸け  






しばしば拗音が現れるのと同様，このような共存はⅡ韻の性格を示している。   
日本呉音の“核母音”   
外転で，Lng′～－k′，－ng～．kがeを生まないことと，－m～LP，→n～－t  
が拗音を持たないこととは，無関係ではない。その意味で，eは，Ⅲ～Ⅳの特  
徴を写すための，拗音に対する一方の手段である。   
なお，威摂の厳・凡韻，山摂の元韻は次のような内転的な現れ方をする。   
厳 Ⅲ乙 ▼サー 席㍍ 業ゴ7 劫ジフ   
凡 Ⅲ乙 －0「凡射 犯ポ⊥ 梵如 法ふフ 乏ポ7   
山 Ⅲ乙 【0一 建。ン 睡ゴン 言ゴン 園，ン 遠，ン 怨，ン 反應，煩ボン 越，チ  
発赤チ・…  
－a一 万，ン 願ダブン 勧，，ン 渇け 罰′く，日ワタ 月クワナ・…  
－e一 膝ヶン 原如ン 券クエン 宛エン 返へン・＝  
（1），（2）に比べて，（3）の蟹摂は少し複雑である。   
蟹I －ヾ 凝ゲ 悔，三 外グヱ 会三‥＝  
－a 海ヵィ 閲ヵィ 怠，イ 大ダイ 東予イ 災，イ 材射 毎，イ 背ハイ  
横”。■  
Ⅰ ぺ 芥ヶ 解ゲ 僻ゲ 快，王 佐クエ 壌ヱ 画王…・  
－a一 皆ヵィ 界ヵィ 威かイ 械ヵィ 摩ガイ 鰍サイ 陰，イ 排ハイ 敗ハイ  
チEマイ‥－  
Ⅲ甲 ヾ 世亡  
－a一 際サイ 歳サイ  
ーe一 制セイ 勢tィ 誓セイ 嚢エイ 弊ヘイ 親王イ…  
Ⅲ乙 －e 偶ヶ 衛＝  
Ⅳ  －e 計ヶ 積ヶ 繋ヶ 弟デ 慧ヱ・…  
－a一 帝ダイ 提ゲイ 第タイ 礼ライ 西サイ 妻サイ 済サイ 米7イ…  
1已一 詣ヶィ 継ヶィ 啓ヶィ 低ティ 絹本イ 隷レイ 閉へイ 迷ノイ・・・  
これらについて，単母音化した－eのかたちを最も古い層，漢音と同じかたち  
を示すものを最新の層と考えれは，次のようなstrati丘cationが可能である7）。  
1   Ⅰ  Ⅲ甲  Ⅲ乙  Ⅳ  
古 層  －e  －e  －モ  ーe  －e  
中間層  －ai  ai －ei （－ei） －ai  
新 層  一ai  －ai  －ei （－ei） －ei   
合口lの「堆っィ」「内ヌイ」「対ウイ」あるいはⅢ甲の「際サイ」「歳サイ」などは，  
独自の検討を要するとしても，中間層Ⅳの－aiは，Ⅳが硯甲に合流する以前  
の状態を反映するものと考えられよう。ただ，このようなStrati丘cation8ま，   
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（1）曽摂 通摂  
（2）止摂 深摂 譲摂  
（3）遇摂 流摂  
（1）は喉内韻尾を有する群で，Ⅰ～Ⅲを通じて0が現れる。  
l  Ⅲ甲  m乙  
曽摂  －0－  －0－，－1－  －0－，一1－  
（東）  ｛卜，－u－，一缶 一ひ－，－u－，一缶，ト ー0－，－u「旦－i－  
（冬・鐘）－（ト了1仁  一0－，【u一，一色，－ト 1ン，一正   
通摂（  
曽摂は，lの開口に「恒加．ゴウ」，合口に「弘ダウ」「或，，」「感ワ，」など，問題  
となる文字があるとしても，全体としては単純で，Ⅰは   




通Ⅰ（東）  同rゥ 動F。送ソウ 叢ソウ 谷コ，独r，読け  
目モク・・・  
通ウウ 痛ッゥ  
孔， 夢ふ 素人 蓬ブ‥・  
???????????????、‥?
一正  
Ⅲ甲（東） －－－0－  ，陸。，   
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ーu一 衆（シユ）シュウ 終ジュウ 充ジュウ 宿，ユタ 熟ジュク・・・・  
一竜 衆シユ（シュウ）  
－i一 中ナウ 虫” 育イク 竹” 肉ニク 叔，ク 夙シク‥・  
Ⅶ乙（東） －ひ一 雄”  
－u一宮クウ 風”諷” 福フク 伏ブタ 締，ユタ…  
泊 窮グ 窮グ 豊ブ  
「ト 郁イ，掬キク 閤シク  
Ⅰ（冬） －0一 膿′り 告（加），ク 毒rク 祷ノク  
ーu一 宗シユ。  
Ⅲ甲（鍾） －ひ一 用ヨウ 容ヨウ 陳，ヨウ 欲ヨク 浴，ク 足ソク 綬ゾク 嘱ゾク  
俗ゾク‥・  
一u一毯シユ，腫シュウ 鐘（レユ），ユウ 従びユウ 縦ぬり 詞ジュウ‥  
一正 勇ユ 踊ユ 滴ユ 鐘，ユ（シュウ）‥  
－i一 重ヂ。龍，り 革ユク 裾ニク 逐”・＝  
Ⅲ乙（鑑） －ひ 擁” 感”  







Ⅰ  Ⅲ甲  Ⅲ乙  
一i，（－づ） 一i，（－e）  
山1  －i，（－e）  
一1  －i，（一つ）  
一i，（－づ〉  
?????
深 摂  
療摂†  
一1‾  岬1‾，‾○－  
（痕・真）－0一   一卜  一1－，－0－  
（欣）  －－－0－   
韻尾に着目するなら，これらのiは，Mの前舌性と前寄りのFすこ“挟撃”さ  
れて，Ⅴの特徴を失ったものとみなすことができよう。   
探摂および療摂の皿恥 Ⅲ乙については先に例を掲げたので，以下には，止   
62   
摂と療摂Ⅰの例を示す。  
林   史 典  
Ⅷ甲（支）－i 知チ 池ナ 離り 児二 氏シ 支シ 此，卑ヒ 弥已 移イ  
易イ…・  
－e 施七 是ゼ  
Ⅲ乙（支）－i 奇キ 義ギ 議ギ 伎ギ 彼ヒ 被七 疲ヒ 備ビ 軌…‥  
－e 戯ヶ   
Ⅲ甲（脂）  
Ⅲ乙（脂）  
i 棄キ 敦チ ニニ 利り 私シ 至シ 自ゞ 示ジ 鼻ビ 琵ビ  
伊イ・…・  
一i 器キ ノLキ 師シ 悲ヒ 秘ヒ 美ミ 眉己 魅ミ・…  
一ヾ 飢ク  
ーi 置チ 持f 治ヂ 里り 之，思シ 時プ 字ジ 耳ユ 以イ  
異イ＝‥  
一i 記キ 基†書手 紀キ 疑ギ 使シ 士ジ 意イ 医イ・‥‥  ‡ 
－0 己っ 其ゴ 欺ゴ （期ゴ）  
Ⅲ乙（徴）－i 幾キ 既キ 非ヒ 肥ヒ 飛ヒ 末ミ 味ミ 徽己・…・  
－e 気ヶ 希ヶ 怖ヶ 衣工 依工   






????????? ??．?． ．???????????????? 垂スイ 陸スイ 随メイ 瑞メイ…  
為ヰ 委ヰ‥・・  




Ⅲ乙（脂）－ui 衰スイ  
一Wi亀クヰ 匿，ヰ 位ヰ‥・・・  
Ⅲ乙（徴）－Wi帰ク牛 鬼クヰ 黄クヰ 寺ヰ 違ヰ 威ヰ 畏ヰ 慰ヰ・・・‥  
譲Ⅰ  －0一 因⊃，頓トン 鈍ドン 論。ン 尊ノン 存ル 本永ン 門モン  
骨コテ 没モナ・・‥‥  
一u一 村ジュン 付ジュン 盈，ン  
Ⅲ甲（詩）－リー 順如ン 純如ン 旬ジュン 淳わン 出持ヅ…  
一卜 層シン 輪ワン 倫リン 潤ニン 律ッチ‥‥   
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Ⅲ乙（詳）   例字無し  
Ⅲ乙（文）く卜 文キン 問そン 聞モン 勿モチ 物モ，弗虎チ‥・・  
一u一 君タン 訓，ン 軍グン 群グン 分7ン．ブン 紛フン 雲ウ，屈クツ  
仏ケツ・・・  
魚韻▲幽韻を於いて，（3）の遇・流摂はⅢ甲，Ⅲ乙をuで表すのが基本である。  
Ⅰ  Ⅲ甲  Ⅲ乙  
（模・虞）－0，－u  －u，11u  ㌦u  
（魚）  －0  〆0  
（侯・尤）－づ，－0－，－u  一叫 －1u  －u  
（幽）  －ヾ－  
遇摂1  
洗摂i  
魚韻ほ別として，（1）曽・通摂のように，Ⅷ甲，Ⅲ乙に0を存在させない。   
遇 －0 呼1故っ 五言 護ゴ 都卜 渡一 土ア 路。蘇ソ 祖ソ…  
－u 苦ク 奴ヌ 烏。普フ 布フ 怖フ 部プ 歩デ・・・・  
Ⅲ甲（蕨）－u 爺ユ 喩ユ 諭ユ 異ユ 主シュ 取シュ 殊，ユ 輸シュ 樹み・・・  
－iu柱ナウ 注ナウ 住ヂウ 乳ユウ…  
Ⅲ乙（虞）－u 句ク 倶ク 具グ 愚グ 付フ 宿7 敷7 父ブ 無ム 雨ウ…   
流Ⅰ  －や 母モ 斗卜 後ゴ 篠ゴ 漏。…■■  
－0¶清。。闘トウ 逗トウ 棲。ウ（ル）（。）走ソウ 薮ゾウ‥・  
－u ロク 狗，頚♂ 菟ヌ 障ル 某ム 茂ム 貿ム‥・‥  
Ⅲ甲（尤）－u 由ユ 油ユ 遊ユ 修シュ 手シュ 酒シュ 受ジュ 授ジュ 流ル  
留ル‥‥  
－iu昼ナウ 桐ナウ 紐ナ。柔ニウ・・・  










誘引されて生じた型であろう。   
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なお，魚韻，幽韻ほ次のように現れる。  
魚 Ⅶ甲 －¶ 鼠ソ 蛤。飴ヨ 除≠】如主∋ 諸シ，書，，序タコ 慮サi…  
Ⅲ乙＋一つ 居コ 去。巨ヨ 語ゴ 御．於オ 疎ゾ 魚ギヨ 初シ，助ヴ，・・・  












仮摂）が一ng′一－k′，－ng′リーkと似た行動をとり，Pu（致摂）が－m～－ p，  
－n′－－tと似た行動を示すのに対して，内転では，－i（止摂）がrm一rp，－n  
”－tと同様の行動を示し，一句（遇摂）と一u（流摂）が近似したあり方を示し  

















7）林 史典「日本の漢字音」（1982，中央公論社『日本語の世界』4所収）   
